
新春に防火を誓う

平成22年 消防出初式

▼規律の部
　①第 4分団第 1部
　　（上・下薩摩瀬、下城本、宝来、相良）
　②第 6分団第 2部
　　（七地、浪床、蟹作、赤池原、赤
　　池水無）
　③第 4分団第 3部
　　（上・下戸越、鹿目）
　④第 6分団第 1部
　　（東間上・下）
　⑤第 1分団第 2部
　　（九日、紺屋、鍛冶屋）
　⑥第 7分団第 1部
　　（上・東・下漆田）
▼放水競技の部
　①第 4分団第 2部＝34秒 51
　　（矢黒、上・下永野）
　②第 3分団第 2部＝35秒 55
　　（上・下原田）
　③第 5分団第 1部＝36秒 16
　　（西間上・下）
　④第 4分団第 3部＝36秒 79
　　（上・下戸越、鹿目）
　⑤第 2分団第 2部＝37秒 11
　　（上・中・下青井、駒井田）
　⑥第 1分団第 3部＝37秒 68
　　（大工、二日、五日、七日）
★総合優勝★
　　第 4分団第 3部
　　（上・下戸越、鹿目）　　

出初式成績

走れ！

水が来たゾォ〜　ホースはつながったか

水がもれた！

玉はなかなか落ちません

放水！！

市消防団ラッパ隊

分列行進

分列行進

通常点検　かしら〜なか！うえ？

防火の誓い　『私たちは火遊びをしません』 観閲　『３番前！』 観閲

総合優勝　第4分団第3部

放水競技に見入る人々 分団の裏方さん（炊き出し）

戦い終えて放心状態

放水競技

　

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
、

1
月
10
日
、
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広

場
で
行
わ
れ
、
市
内
全
域
を
網
羅

す
る
5
方
面
隊
7
分
団
21
部
と
女

性
消
防
隊
合
わ
せ
て
３
８
４
人

が
、
今
年
一
年
の
防
火
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

田
中
市
長
が
「
こ
の
不
況
の
中
、

今
日
の
消
防
団
の
勇
姿
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
勇
気
を
与
え
て
や
っ
て

ほ
し
い
」と
告
辞
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
春
の
身
の
引
き
し
ま
る
よ
う

な
凛り

ん

と
し
た
空
気
の
中
、
団
員
ら

は
、
観
閲
に
つ
づ
き
、
俊
敏
な
動

作
で
分
列
行
進
や
放
水
競
技
を
披

露
し
ま
し
た
。
お
な
じ
み
の
放
水

競
技
の
「
玉
お
と
し
」
で
は
、
団

員
全
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
日
ご

ろ
の
訓
練
が
も
の
を
い
い
ま
す
。

な
か
な
か
落
ち
な
い
玉
を
ず
ぶ
ぬ

れ
に
な
り
な
が
ら
や
っ
と
の
思
い

で
落
と
す
部
、
ホ
ー
ス
が
途
中
で

は
ず
れ
、
水
が
吹
き
出
し
、
押
さ

え
込
む
部
、
そ
れ
で
も
次
々
と
披

露
さ
れ
る
各
部
の
頑
張
り
に
観
客

は
激
励
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
保
育
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
通
常
点
検
で

は
、
幼
児
た
ち
の
可
愛
ら
し
さ
の

中
に
も
き
び
き
び
と
し
た
動
作

に
、つ
め
か
け
た
保
護
者
た
ち
は
、

笑
顔
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い

ま
し
た
。
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先頭10：08

最終10：13

先頭10：25

最終10：35

3km中間点

先頭10：57

最終11：09

先頭10：40

最終11：04先頭10：17

最終10：44

(約5.3km)

(約12.1km)

スタート時間 折り返し地点 ゴー ル予定時間 参加者区分 エントリー数

ハーフコース 午前 10 時 00 分 上戸越町〜中神町大柿
午前 11 時 08  分〜

午後 0 時 52 分
一般男女 ９４２人

２Kmコース 午前 10 時 05 分 上青井町
（人吉郵便局前）

午前 10 時 12 分〜
午前 10 時 22 分

親子、小学生女子 ７０３人

３Kmコース 午前 10 時 20 分 下青井町
（青井阿蘇神社はす池前）

午前 10 時 30 分〜
午前 10 時 55 分

小学生男子、中学生女子、
高校生女子、一般男女

５６１人

10Kmコース 午前 10 時 25 分 上戸越町
（上戸越バス停先）

午前 10 時 56 分〜
午前 11 時 45 分

高校生男子、一般男女 ５８９人

５Kmコース 午前 10 時 50 分 相良町
（国民宿舎くまがわ荘前）

午前 11 時 05 分〜
午前 11 時 27 分

中学生男子、一般男女 ４６６人

（１月 22 日現在）

＝交通規制へのご協力のお願い＝
　ひとよし春風マラソンのため、交通規制を行います。また、人吉橋は工事のため通行できません。水の手橋・繊月大橋は常
時通れますので、そちらをご利用ください。市民の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。選
手の皆さんへ、温かい声援を送ってください！
問合せ　ひとよし春風マラソン実行委員会事務局（市社会教育課内）

湯
ゆ だ

田 友
と も み

美 選手 稲
いなどみ

富 友
と も か

香 選手

2010. ２.21 日  会場：ふるさと歴史の広場

参加者合計
３，２６１人

ワコール 女子陸上競技部

通過場所・距離
通過予定時刻（先頭）
通過予定時刻（最終）

コース（距離別）
上戸越バス停先
先頭10：40
最終11：04

当日は、ハーフ・10km出場選手の名前

入り小旗を沿道でお配りします。ぜひ

選手の名前を呼んで応援してください！

開会式：２.20 土  会場：人吉一中体育館（午後４時〜）



　人吉市では、行政改革の一環として行政評価制度をスタートしま
した。
　本市の行政評価は、改革改善を進めるための行政の健康診断です。
有効性、効率性などの視点から、行政が健全な身体を維持するため、
それぞれの観点から診断し、改善につなげていきます。

日　　時　２月13日（土）午後１時から（開場＝正午・指示があるまで物件を確認できます）
場　　所　カルチャーパレス小ホール
公売方法・物件　入札方式・酒類・電化製品外全150点予定
当日必要なもの　①印鑑（認印で可、法人の場合は代表者印）
　　　　　　　　②購入代金（入札金額および消費税）
　　　　　　　　③本人確認ができるもの（運転免許証、健康保険証など）
　　　　　　　　④委任状（代理人が入札する場合のみ）
注意点　・物件の引き渡しは買受代金納付時の現況のままで行います。
　　　　・公売前に滞納税が完納になった差押物件については公売中止とします。
問合せ　市納税課納税係

月別差押執行状況（平成21年度）
月　別 預貯金

差押件数
給与

差押件数
捜索実施
件数

自動車
差押件数 生命保険 不動産

差押件数
動産

差押件数
４月 83 5 2 0 0 2 98
５月 37 2 5 2 0 0 70
６月 33 0 5 0 4 2 807
７月 72 0 7 0 2 2 131
８月 53 0 9 3 1 2 154
９月 13 0 4 0 0 0 73
10月 16 1 5 2 0 3 61
11月 10 1 16 3 1 2 151
12月 26 1 8 0 0 3 51
計 343 10 61 10 8 16 1,596

第３回人吉市公売会開催

第１回公売会の様子

　住み慣れた家で、いつまでも暮らしたい。安心安全だけでなく、豊かな暮らしを地域で実現するには？あなたの町
の助け合いを、いまこそ起こしましょう。市内 13 町内での聞き取り調査や福祉活動に携わる方々との検討会議で分
かった市内で行われている助け合いの事例を発表します。助け合いのヒントが満載です。ぜひお越しください！
内 容　パネルディスカッション
日 時　２月 25 日（木）午後１時 30 分～４時
会 場　カルチャーパレス小ホール
定 員　３００人
申込方法　２月 15 日（月）までに下記へお申し込みください。
問 合 せ　福祉課福祉政策係

今こそ  ご近所！ 助け合い起こしシンポジウム

日 時　２月 28 日（日）午前 10 時～午後３時
会 場　人吉梅園（大畑麓町）
催 し 物　◇ステージ催事（雨天の場合中止）◇春の野

の だ て

点◇郷土料理 ◇地元特産品展示・販売など
交通手段　会場には駐車場はありません。当日は無料シャトルバスを運行しますので、臨時駐車場（大畑小・

大畑コミセン）から会場まではシャトルバスをご利用ください。
◆交通規制のお知らせ◆

　２月 28 日（日）午前９時から午後４時まで、梅まつり会場周辺（大畑麓町→ＪＲ大畑駅）は一方通行とな
ります。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
問合せ　市観光振興課観光振興係

人吉市行政評価の取り組み

総合評価 評価結果に基づく改善などの内容

Ａ 計画どおりに事業を進めることが適当

Ｂ 事業の進め方の改善の検討

Ｃ 事業規模・内容または実施主体の見直しの検討

Ｄ 事業の抜本的見直し、休・廃止の検討

評価項目 評価する際の視点

必要性 公的関与の範囲、事業の妥当性および緊急性

有効性 施策が目指している状態に対する事業の有効性

達成度 効果および事業実績の目標に対する達成状況

効率性 実施主体、経済性・手法の妥当性

・事業の目的や成果などの情報を市民に分かりやすく公表し、情報を共有します。
・市民が行政経営に参画できる仕組みづくりを行い、市民と行政との信頼関係を築きます。

・事業の目的や効果を再確認・診断することで、プラン重視から成果重視の行政経営へ転換します。
・限られた人・モノ・金を優先度の高い事業に配分し、最も効率よく成果に結びつくような行政経営を推進します。

導入の目的は

評価項目は、事業ごとに評価し、項目ごとの結果をもとに「総合評価」を行っています。

総合評価結果（平成20年度事業 対象：115事業）
「Ａ」…78事業　「Ｂ」…28事業　「Ｃ」…９事業　「Ｄ」…０事業

以下の内容をホームページに掲載しています
◆「人吉市行政評価まとめ」　　◆「事務事業評価総括表」
◆「事務事業２次評価の詳細」　◆「行政評価に係る意見結果について」（人吉市行政改革懇談会）

　評価結果の活用として「事務事業の見直し」「行政（活動）情報の共有化」などの資料として役立てます。
詳しくは市ホームページをご覧になるか、下記へお尋ねください。
問合せ　市総務課行政経営係
ホームページ　http://www.city.hitoyoshi.kumamoto.jp

・事業を把握し、職員一人ひとりが何のために、誰のために働くのかを改めて考え、目的やコストに対する意
識改革を進めます。

・事業の改善方法を考え、次の計画につなげるサイクルを継続的に取り組み、市民の視点に立った政策形成能
力の向上を図ります。
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女
ひと

と男
ひと

の素敵なハーモニー
男女共同参画スペシャルコンサート

人生 泣いて 笑って より楽しく
玄海竜二特別公演

賢く、楽しく、健やかに
東西コミセン講座閉校式とフェスティバル

　

市
の
自
主
文
化
事
業
、
玄
海
竜
二
特

別
公
演
が
１
月
23
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
公
演
は
昼

夜
２
回
行
わ
れ
、
約
１
，
４
０
０
人
の

市
民
が
大
衆
演
劇
界
の
ス
タ
ー
玄
海
竜

二
率
い
る
片
岡
演
劇
道
場
の
歌
や
芝
居

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
舞
踊
シ
ョ
ー
で
は
、
浄
瑠

璃
人
形
に
扮
し
、華
麗
な
踊
り
や
歌
を
、

第
二
部
の
人
情
芝
居
「
岡
崎
の
夢
」
で

は
、
父
と
子
の
人
情
も
の
で
涙
を
誘
う

名
演
技
を
玄
海
竜
二
と
片
岡
演
劇
道
場

の
皆
さ
ん
が
熱
演
。
笑
い
あ
り
、
涙
あ

り
の
舞
台
に
玄
海
竜
二
の
爆
笑
ト
ー
ク

も
合
わ
さ
っ
て
、
会
場
は
大
盛
況
で
し

た
。

　

成
人
向
け
８
講
座
と
子
ど
も
向
け
５

講
座
の
一
年
間
の
ま
と
め
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
閉
校
式
が
、
１
月
24
日
に

東
西
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

閉
校
式
で
は
、
子
ど
も
講
座
８
人
と
成

人
講
座
33
人
に
皆
勤
賞
が
お
く
ら
れ
、

「
風
邪
な
ど
が
流
行
し
て
い
る
中
、
一

日
も
休
ま
ず
受
講
さ
れ
、
努
力
を
さ
れ

ま
し
た
。」
と
小
澤
管
理
運
営
委
員
長

が
た
た
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
体
育
館
で
は
親
子
運
動
教

室
や
太
極
拳
な
ど
７
講
座
の
発
表
、
２

階
会
議
室
で
は
、
６
講
座
の
展
示
発
表

な
ど
が
あ
り
、
受
講
生
は
各
講
座
で
の

成
果
を
思
い
切
り
発
信
し
て
い
ま
し

た
。

ふるさとの味を忘れないで！
郷土料理講習会

　

球
磨
工
業
高
校
で
は
、
４
月
か
ら
、

進
学
や
就
職
で
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
い

く
３
年
生
に
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
忘
れ

な
い
で
欲
し
い
と
１
月
19
日
か
ら
25
日

に
か
け
て
、
郷
土
料
理
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
県
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
人
吉
支
部
の
協
力
の
も
と
、

手
際
よ
く
、
人
吉
球
磨
の
郷
土
料
理
の

「
山
菜
お
こ
わ
」、「
つ
ぼ
ん
汁
」、「
柿

な
ま
す
」、「
ね
っ
た
ん
ぼ
」
を
作
り
、

ク
ラ
ス
全
員
で
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

大
阪
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
建
設

工
学
科
の
上
米
良
龍
也
君
は
、「
こ
の

料
理
講
習
会
は
と
っ
て
も
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
味
は
忘
れ

ま
せ
ん
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ル
ー
ト
と
ベ
ー
ス
の
デ
ュ
オ
、「
エ

ス
ペ
ラ
ン
サ
」
の
男
女
共
同
参
画
ス
ペ

シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
１
月
24
日
、

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
二
人
は
ご
夫
婦
。
厚
生
労
働
省
難

病
指
定
の
「
ク
ロ
ー
ン
病
」
を
発
症
し

た
奥
様
。
そ
し
て
、
そ
の
奥
様
を
優
し

く
包
み
込
む
ご
主
人
。
や
わ
ら
か
な
口

調
の
語
り
と
音
楽
と
で
構
成
さ
れ
た
コ

ン
サ
ー
ト
に
は
、
二
百
数
十
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

男ひ
と

と
女ひ

と

が
仲
良
く
す
る
秘
訣け

つ

は
、
努

力
す
る
こ
と
。
そ
し
て
当
た
り
前
の
事

に
感
謝
す
る
事
。
素
晴
ら
し
い
フ
ル
ー

ト
の
音
色
に
、
会
場
は
す
っ
か
り
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
、
人
吉
市
。
清

流
球
磨
川
と
人
吉
盆
地
の
山
々
か

ら
な
る
山
紫
水
明
の
大
自
然
。
そ

し
て
歴
史
と
文
化
を
背
景
に
伝

統
あ
る
街
並
み
や
そ
こ
に
住
む

人
々
。
や
さ
し
い
風
、
光
、
そ
し

て
笑
顔
。
そ
の
全
て
が
癒
し
の
世

界
。
そ
ん
な
わ
が
ま
ち
人
吉
を
、

世
界
で
一
番
健
康
で
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

第
８
回
は
、
医
食
同
源
ひ
と
よ

し
米
生
産
部
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

｢

医
食
同
源｣

と
は
、
病
気
を

治
療
す
る
の
も
日
常
の
食
事
を
す

る
の
も
共
に
、
命
を
養
い
、
健
康

を
保
つ
た
め
に
は
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
、
源
は
同
じ
と
い
う
意

味
。
身
体
に
良
い
食
材
を
日
ご
ろ

か
ら
食
べ
て
、
病
気
を
予
防
し
よ

う
と
、
会
の
皆
さ
ん
の
作
る
お
米

は
、ま
さ
に
ブ
ラ
ン
ド
名
の
と
お
り
、

「
医
食
同
源
ひ
と
よ
し
米｣

で
す
。

　

こ
の
会
は
、
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
ひ
と
つ
、「
健
康
」
を
合
言

葉
に
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

一
環
と
し
て
安
全
・
安
心
な
お
米

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た

め
、
昨
年
の
２
月
に
22
戸
で
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
お
米
づ
く
り
で
の

わ
が
ま
ち
の
元
気
応
援
団
で
す
。

　
「
医
食
同
源
ひ
と
よ
し
米
」
に

は
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
無
農

薬
栽
培
米
と
農
薬
や
化
学
肥
料
の

使
用
を
慣
行
基
準
の
半
分
以
下
に

抑
え
た
減
農
薬
栽
培
米
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
味
が
良

く
、
健
康
に
配
慮
し
た
や
さ
し
い

お
米
。
そ
の
お
米
を
、
よ
り
多
く

の
人
に
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
会

の
皆
さ
ん
は
、Ｐ
Ｒ
に
躍
起
で
す
。

産
業
祭
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
で
の
試
食
会
で
は
、
十
分

に
味
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。ま
た
、

お
米
の
す
く
い
取
り
大
会
は
、
た

く
さ
ん
の
人
を
呼
び
、
毎
回
大
き

な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
す
。
会

は
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
取
り
組

み
や
、
栽
培
技
術
向
上
の
た
め
の

研
修
会
や
現
地
検
討
会
を
行
い
な

が
ら
、
こ
の
人
吉
の
ブ
ラ
ン
ド
米

「
医
食
同
源
ひ
と
よ
し
米
」
が
、

よ
り
多
く
の
家
庭
の
食
卓
に
上
る

こ
と
を
目
標
に
、
日
々
お
米
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

部
会
長
の
杉
本
仙
一
さ
ん
は
、

「
お
互
い
に
土
づ
く
り
な
ど
の
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
お
い
し
い
お
米

を
作
り
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

医食同源ひとよし米生産部会のみなさん
（昨年９月の現地検討会） 人吉が好き。人と人とのきずなを大切に

健康で笑顔で暮らせるまちづくりにはげむ
素敵な仲間がここにいる。

わが人
ま ち

吉の

問合せ　事務局　市農業振興課

昨年の産業祭での試食会の様子
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生涯学習マスコット
「マナビィ」

丸
ま る め く ら ん ど の す け

目蔵人佐 日
ひ の く ま ぞ う

野熊蔵 髙
たかぎそうきち
木惣吉

↓点線に沿って切り取ってください

POST　CARD

お手数ですが

50 円切手を

お貼り下さい

8 6 0 18 6 8

　 ふりがな

年齢：　　　　　歳　　　　　性別：　男・女
ペンネームなど

電話番号

◆お名前 

◆ご住所 

　このポストカードは、前略
広報ひとよし様（P.19）のコー
ナーへのおたより（広報ひと
よしへの感想や人吉への思
い、身近な出来事など）にお
使い下さい。官製はがきや封
書、メールでのおたよりも大
歓迎です。お待ちしています。
メール：info@city.hitoyoshi.lg.jp

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

人吉市役所
　　秘書課
広報広聴係　行

（NO.2010.2）

市役所（代表）　☎22−２１１１　　カルチャーパレス　☎24−３３１０　　スポーツパレス　☎22−１６８８

水　道　局　☎22−５４９７　　保 健 セ ン タ ー　☎24−８４２０　　石 野 公 園　☎24−６７００

平成22年度　趣味の講座 受講生募集
受講資格　市内在住でおおむね60歳以上の方
申込方法　電話、または「老人趣味の家」にある申込用紙に記入し提出してください。
募集締切　３月12日（金）※新規応募者（初心者）が極端に少ない場合は、講座を中止する場合があります。
　　　　　また、応募者数が定員を超えた場合は、新規応募者を優先し、抽選で決定します。
申込・問合せ　老人趣味の家（人吉市寺町21 ☎２３–３９２７）

平成22年度　趣味の講座　募集講座名と新規募集人数
講 座 名 講 師 名 定員数 講 座 名 講 師 名 定員数

将 棋 地下　清 20人 三 味 線 簑田　よし子 15人
絵 画 中本　一郎 20人 手 芸 入船　さよ子 15人
民 俗 舞 踊 山下　和子 20人 陶 芸 犬童　又郎 30人
※民俗舞踊は気軽な格好で受講できます 書 道 西田　正伸 20人
社 交 ダ ン ス 岳野　さゆり 30人 囲 碁 小代　和男 30人
※社交ダンスは男女各15人 人 形 濱田　優子 15人

「郷土の偉人・武人」
人吉市生涯学習

短期講座

人吉ヒューマンヒストリー
人吉が生んだ日本史に残る三人の偉人たちに焦点をあて、３回連続で彼らの偉業を探ります。

演　　　題 講　　師 日　時
「人吉が生んだおどんな日本一・剣豪　丸目蔵人佐」

〜戦国生き残り策（逆転の発想—西軍相良藩は

何
な ぜ

故！取潰されなかったのか？）タイ捨流剣術の秘技〜

西島　淳一 氏
（タイ捨流剣術第14代宗家師範）

２月２７日（土）
午後２時〜４時

受付＝午後１時30分〜

「人吉が生んだ日本航空界の先駆者・日野熊蔵」

〜相良史の中の日野熊蔵と航空100周年・

軍人の枠にはまらなかった男〜

益田　啓三 氏

（日野熊蔵顕彰会 代表）

３月６日（土）

午前10時〜正午

受付＝午前９時30分〜

「平和な国へと導くために

命をかけて奔走した男・髙木惣吉」

〜惣吉が命をかけた終戦工作とは〜

渋谷　敦 氏

（郷土史家）

３月１３日（土）

午後２時〜４時

受付＝午後１時30分〜

場　　所　東西コミセン　
定　　員　各100人
申込方法　下記申込先まで電話か直接お越しください。
申込時間　午前８時30分〜午後５時（土日・祝祭日を除く）
申込締切　各開催日の３日前まで（ただし、定員になり次第締め切ります）
申込・問合せ　市社会教育課生涯学習係

お
知
ら
せ

児
童
手
当（
22
年
２
月
支
払
い
分
）

振
込
は
２
月
５
日
で
す

　

平
成
22
年
２
月
支
払
い
分
（
平

成
21
年
10
月
〜
平
成
22
年
１
月

分
）
の
児
童
手
当
は
、
２
月
5
日

（
金
）
に
指
定
の
金
融
機
関
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い

な
い
方
や
、
保
険
証
の
写
し
ま
た

は
年
金
加
入
証
明
書
、
所
得
証
明

書
な
ど
の
添
付
書
類
が
不
足
し
て

い
る
方
は
、
支
払
い
が
で
き
ま
せ

ん
。
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

市
税
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え

た
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

　

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
入
札
を
行
い

ま
す
。

参
加
申
込　

2
月
16
日
（
火
）
午
後
１
時
〜

3
月
1
日
（
月
）
午
後
５
時

入
札
実
施
（
せ
り
売
り
方
式
）

3
月
5
日
（
金
）
午
後
１
時
〜

3
月
8
日
（
月
）
午
後
３
時

※
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
公
売

物
件
ご
と
の
参
加
申
込
が
必
要
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

お
知
ら
せ

す
。
詳
し
く
は
サ
イ
ト
上
に
あ
る
ヘ

ル
プ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
納
税
課
納
税
係

　

平
成
21
年
中
に
厚
生
年
金
保

険
、
国
民
年
金
な
ど
の
老
齢
ま
た

は
、
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
を
受
け
と
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
、

平
成
21
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金

の
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
『
平
成

21
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
』
を
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら

お
送
り
し
ま
す
。

　
『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
（
住
所

地
を
管
轄
す
る
税
務
署
で
受
け
付

け
）
の
際
の
添
付
書
類
な
ど
と
し

て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
の
受

け
付
け
は
、「
０
５
７
０–

０
５–

１
１
６
５
」（
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
）
で
承
り
ま
す
。

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

「
０
３–

６
７
０
０–

１
１
６
５
」

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
八
代
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
０
９
６
５
㉟
６
１
２
３
）

源
泉
徴
収
票
を　
　

　
　
送
付
し
ま
す
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↓点線に沿って切り取ってください

2
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈪
広
報
配
布
、「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な

ま
つ
り
」ス
タ
ー
ト（
〜
3
月
31
日
）

２
㈫
無
料
法
律
相
談
（
市
役
所
）

３
㈬

4
㈭
心
配
事
相
談
所
（
社
会
福
祉
協
議

会
）、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

５
㈮

６
㈯
第
2
回
ま
ち
づ
く
り
親
善
大
使
と

市
民
と
の
交
流
会
議

７
㈰

８
㈪
も
の
忘
れ
相
談
（
市
役
所
）

９
㈫

10
㈬

11
㈭
建
国
記
念
の
日

12
㈮
特
設
人
権
相
談
所
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
）

13
㈯

14
㈰
こ
の
町
懐
か
し
い
写
真
展（
〜
3
月
15
日
）

15
㈪
広
報
配
布
、美
し
き
着
物
展（
〜
3
月
15
日
）

16
㈫
無
料
法
律
相
談
（
市
役
所
）、
く

ら
し
の
相
談

17
㈬

18
㈭

19
㈮

20
㈯

21
㈰
第
7
回
ひ
と
よ
し
春
風
マ
ラ
ソ
ン

大
会

22
㈪
く
ら
し
の
相
談
（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

23
㈫

24
㈬

25
㈭

26
㈮
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

27
㈯

28
㈰
第
36
回
人
吉
梅
ま
つ
り

健　
　
康

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

募　
　
集

第
2
回
ま
ち
づ
く
り
親
善
大
使

と
市
民
と
の
交
流
会
議
開
催

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
優
れ
た

知
識
・
経
験
を
有
す
る
「
ま
ち
づ

く
り
親
善
大
使
」
か
ら
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
意
見
を
い
た
だ
く
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し

ま
す
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
を
探
し
に
い
ら
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

期
日　
2
月
6
日
（
土
）

時
間　
午
後
6
時
〜
8
時

内
容　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
＝
お
！
ひ
と
よ
し
「
す
て

き
☆
な
ま
ち　
す
て
き
★
な
ひ
と
」

〜
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
を
さ
ぐ
る
〜

場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス　

小

ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

問
合
せ　
市
地
域
生
活
課
協
働
推

進
係

催 

し 

物

平
成
22
年
度  

学
校
体
育
館

等
定
期
使
用
団
体
登
録

☎
０
９
６–

３
８
５–

３
３
０
０

　

曜
日
ご
と
に
日
替
わ
り
で
、
同

じ
内
容
の
テ
ー
プ
が
聞
け
ま
す
。

時
間　
朝
9
時
〜
翌
朝
9
時

主
催　
熊
本
県
保
険
医
協
会

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

期
日　
2
月
13
日
（
土
）
＝
正
午

〜
午
後
5
時
、
2
月
14
日
（
日
）

＝
午
前
11
時
〜
午
後
4
時

場
所　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
1–

4 

エ
ル

ガ
ー
ラ
8
階
）

入
場
料　
無
料

内
容　
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期

大
学
別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
参
加
者
は
希
望
す
る
大
学
の

教
職
員
か
ら
講
義
内
容
、
学
習
方

法
、受
講
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

大
学
通
信
教
育　
　

　
合
同
入
学
説
明
会

対
象
団
体　
市
内
に
在
住
、在
勤
・

在
学
す
る
方
で
10
人
以
上
で
構
成

さ
れ
、
監
督
者
と
し
て
の
成
人
が

含
ま
れ
る
団
体

申
込
締
切　
２
月
26
日
（
金
）

　

申
込
書
提
出
後
、
定
期
使
用
団

体
説
明
会
の
案
内
を
お
渡
し
し
ま

す
。
申
込
書
は
、
市
教
育
総
務
課

に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　
市
教
育
総
務
課

総
務
係

平
成
22
年
度
人
吉
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
輸
送
業
務
等
委
託
入
札

業
務
概
要　
給
食
輸
送
、
残
菜
処

理
、
環
境
美
化
な
ど

業
務
委
託
期
間　
4
月
初
旬
か
ら

貿
易
実
務
講
座

〜
輸
出
入
取
引
の
流
れ
総
点
検
〜

　

貿
易
担
当
部
署
に
所
属
し
て
い

る
方
や
貿
易
実
務
を
身
に
つ
け
た

い
方
な
ど
を
対
象
に
貿
易
実
務
講

座
を
宇
城
市
、
人
吉
市
の
2
会
場

で
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、
埼
玉

県
内
企
業
の
貿
易
相
談
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
ご
活
躍
の
石
井
照
雄

氏
で
す
。
本
講
座
で
は
、
輸
出
入

取
引
・
実
務
の
流
れ
・
貿
易
書
類

の
概
要
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。

　

貿
易
実
務
に
ご
関
心
の
あ
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

期
日　

人
吉
市
＝
2
月
25
日

（
木
）、宇
城
市
＝
2
月
24
日
（
水
）

時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
昼
食
は
各
自
手
配

場
所　
人
吉
市
＝
人
吉
商
工
会
議

所
3
階
研
修
室
、
宇
城
市
＝
宇
城

市
役
所
別
館
1
階
第
5
会
議
室

講
師　
国
際
経
済
交
流
企
業
組
合

石
井 

照
雄
氏
（
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ
認
定

貿
易
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

定
員　
宇
城
市
＝
20
人
程
度
、
人

吉
市
＝
30
人
程
度
（
定
員
と
な
り

　

中
川
原
公
園
の
整
備
工
事
実
施

に
伴
い
、
中
川
原
公
園
か
ら
照
射

し
て
い
る
角す

み
や
ぐ
ら櫓の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
、
次
の
期
間
中
止
し
ま
す
。

期
間　
3
月
下
旬
ま
で

場
所　
中
川
原
か
ら
の
角
櫓
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ

問
合
せ　
市
観
光
振
興
課

角
櫓
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
中
止

入
学
資
格　
県
内
に
居
住
で
、
学

習
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方

開
催
曜
日　
熊
本
校
＝
毎
週
木
曜

日
、
八
代
校
＝
毎
週
火
曜
日

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
熊
本
校
＝
熊
本
県
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
南
千
反
畑

町
3–

7
）、
八
代
校
＝
や
つ
し
ろ

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
八
代
市
新

町
5–

20
）

内
容　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
、
熊
本
の
歴
史
に
つ
い

て
の
講
座
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
、

肥
後
狂
句
づ
く
り
な
ど
講
座
は
年

間
40
回
、
テ
ー
マ
は
毎
回
異
な
り

ま
す
。
楽
し
く
役
に
立
つ
講
座
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

募
集
人
員　

熊
本
校
＝
１
０
０

人
、
八
代
校
＝
80
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

入
学
金　
１
，
０
０
０
円

受
講
料　
１
１
，
０
０
０
円

※
入
学
時
に
一
括
納
付

申
込
方
法　

各
市
町
村
福
祉
課

ま
た
は
教
育
委
員
会
、
熊
本
市
内

公
民
館
な
ど
に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
2
月
9
日
（
火
）

〜
3
月
9
日
（
火
）

問
合
せ　

（
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

（
〒
８
６
０–

０
８
４
２
熊
本
市

熊
本
さ
わ
や
か
大
学

新
規
学
生
募
集

期
日　
3
月
7
日
（
日
）

　
　
　
※
小
雨
決
行

時
間　
受
付
＝
午
前
9
時
20
分
〜

　
　
　

開
会
＝
午
前
9
時
40
分

大
畑
・
矢
岳
校
区　
に
こ
に
こ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

◆
2
月
17
日
（
水
）

【
人
吉
市
役
所
】

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

◆
2
月
19
日
（
金
）

【
ゆ
め
マ
ー
ト
人
吉
店
】

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

　
　
　
　

午
後
0
時
30
分
〜
4
時

※
４
０
０
ｍ
ｌ
の
み
の
採
血
と
な

り
ま
す
。

問
合
せ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係
（
☎
㉔
８
０
１
０
）

献
血
の
お
願
い

（
☎
０
９
６–

３
８
５–

３
３
3
０
）

2
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
月
曜
日
＝
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

▼
火
曜
日
＝
乳
幼
児
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

▼
水
曜
日
＝
正
常
眼
圧
緑
内
障
と
は

▼
木
曜
日
＝
口
の
乾
き
で
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か

▼
金
曜
日
＝
怖
い
低
温
や
け
ど

▼
土
・
日
曜
日
＝
冷
え
と
漢
方

集
合
場
所　
大
畑
コ
ミ
セ
ン

対
象
者　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）

コ
ー
ス

う
さ
ぎ
さ
ん
＝
約
5
㎞
（
1
時
間

程
度
）

か
め
さ
ん
＝
約
2
㎞
（
40
分
程
度
）

申
込
締
切　
2
月
19
日
（
金
）

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
年
齢
、
歩
く
コ
ー
ス
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
保
健
セ

ン
タ
ー
健
康
増
進
係
（
☎
㉔

８
０
１
０
）

平
成
23
年
3
月
下
旬
ま
で
の
予
定

入
札
参
加
資
格　
２
月
12
日（
金
）

ま
で
に
市
契
約
管
財
課
へ
指
名
願

を
提
出
し
て
い
る
こ
と
。

申
込
・
問
合
せ　
人
吉
市
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉓
５
０
５
２
）

次
第
締
め
切
り
）

参
加
費　
無
料

申
込
締
切　
2
月
17
日
（
水
）

※
申
込
方
法
な
ど
は
、
ジ
ェ
ト
ロ

（http://w
w

w
.jetro.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ジ
ェ
ト
ロ

熊
本
（
☎
０
９
６–

３
５
４–

４
２
１
１
）

南
千
反
畑
町
3–

7　

☎
０
９
６–

３
５
４–

３
０
８
３
）

中原校区ウォーキング大会のようす

　

機
材
の
不
調
の
た
め
、
3
月
31

日
ま
で
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
を
休
止

し
ま
す
。

問
合
せ　

市
施
設
管
理
課
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
係

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
を

休
止
し
ま
す

直
接
相
談
を
受
け
る
。
参
加
者
に

は
『
大
学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
』（
大

学
・
短
大
編
、
大
学
院
編
）
を
配

布
し
ま
す
。

※
参
加
申
し
込
み
不
要

問
合
せ　
（
財
）
市
立
大
学
通
信

教
育
協
会
（
☎
03–

３
８
１
８–

３
８
７
０
）

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
く
ら
し
安
心
相
談
員
が
、
問

題
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
心
配
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
市
民
課
く
ら
し
安

心
相
談
係
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わ
し
長
毎
が
シ
リ
ー
ズ
で
人
吉
を
紹
介
す
る
ぞ
。

相
さ が ら

良 長
ながつね

毎公
豊臣秀吉から球

磨郡の領地を許

され、本格的な

城（石垣造りの

城）造りにとり

かかった第二十

代当主。

長
毎
公
の

人
吉
め
ぐ
り

巻
の
二
十 ―

大
信
寺
地
蔵
堂―

　

今
回
は
、
県
重
要
文
化
財
（
建
造

物
）
の
「
大だ
い
し
ん
じ
じ
ぞ
う
ど
う

信
寺
地
蔵
堂
」
を
紹
介

す
る
。

　

大
信
寺
は
、
人
吉
東
小
学
校
の
北

側
、
南
泉
田
町
に
所
在
す
る
浄
土
宗

の
寺
院
で
相
良
家
二
十
二
代
頼よ
り
た
か喬
が

母
親
の
死
後
の
幸
福
を
願
い
、
建
立

し
た
と
伝
わ
っ
て
お
る
。
そ
の
境け
い
だ
い内

に
立
地
す
る
地
蔵
堂
に
は
、
建
物
同

様
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
木も
く
ぞ
う
じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う

造
地
蔵
菩
薩
立
像
」
が
安

置
さ
れ
て
お
る
。

　

地
蔵
菩
薩
は
別
の
場
所
か
ら
転
移

さ
れ
た
も
の
じ
ゃ
が
、
現
在
の
地
蔵

堂
は
江
戸
前
期
に
立
て
ら
れ
た
禅
ぜ
ん
し
ゅ
う宗

様
式
※

の
建
物
。
平
成
五
年
に
解
体
復

元
が
な
さ
れ
て
お
る
。

　

隅す
み
む
ね棟
が
す
べ
て
屋
根
の
頂
点
に

集
ま
る
も
の
で
正
方
形
平
面
の
建

物
に
多
く
、
寺
院
で
は
頂
部
に

宝ほ
う
じ
ゅ珠
な
ど
を
の
せ
る
「
方
ほ
う
ぎ
ょ
う
づ
く

形
造
り
」

と
呼
ば
れ
る
屋
根
形
式
や
本
瓦
葺ぶ

き
、

柱
の
上
下
に
丸
み
を
持
つ
粽
ち
ま
き

や
横
木

に
模
様
や
彫
刻
が
あ
る
絵え

よ

う

ひ

じ

き

様
肘
木
、

土
間
な
ど
が
建
物
構
造
の
特
徴
で
あ

る
。

　

こ
の
地
蔵
堂
は
、
人
吉
球
磨
地
方

の
禅
宗
様
式
の
変へ

ん
せ
ん遷

を
知
る
う
え
で

も
貴
重
な
建
物
と
い
え
る
ぞ
。

※
禅
宗
様
式
…
鎌
倉
初
期
に
禅
宗
と
と
も

に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
建
築
様
式
。
唐か

ら
よ
う様

と
も
い
い
、
和わ

よ

う様
に
対
す
。

★
ゴ
ル
フ
指
導
者　
呉く

れ
は
ら原

吏し
の
ぶ信

さ
ん
・
阪さ

か
ぐ
ち口

智と
も
な
り功

さ
ん

　

ゴ
ル
フ
教
室
の
会
場
で

あ
る
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
人
吉
で
は
、「
ゴ

ル
フ
の
あ
る
人
生
を
、
一

人
で
も
多
く
の
人
々
へ
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
地

元
住
民
の
方
々
に
ゴ
ル
フ

場
の
門
を
開
き
、
遊
び
ふ

れ
あ
っ
て
い
た
だ
く
場
と

し
て
、
練
習
場
と
ゴ
ル
フ

場
を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
ま
ず
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
、

そ
し
て
ゴ
ル
フ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
そ
の
難
し
さ
・
楽
し
さ
・
や
り
が
い
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
か
ば
い
！

こ
の
本

★1月の　　
　　新刊から★

市図書館
（☎㉔３５１8）

わが家の１か条 〜家庭教育の大切さを再確認〜

竹下さんちの１か条

気持ちの良いあいさつとマナー

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
総
合
型
ク
ラ
ブ
）

「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
の
お
知
ら
せ
窓

口
で
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
」
は

樫
（
か
し
）、「
ラ
ッ
ソ
」
は
絆
（
き
ず
な
）
と
い
う
意

味
で
す
。

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
と
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
愛
好
す
る
人
々
が

自
由
に
参
加
し
、
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
く
会
員
制
の

ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
す
。

今
月
は
「
ゴ
ル
フ
教
室
」
紹
介
で
す

　
＊
2
月
の
休
館
日
は
、
1
日
・
8
日
・
15
日
・

22
日
で
す
。

マーク・カッシーノ、
ジョン・ネルソン 著
千
ち ば

葉　茂
し げ き

樹 訳

《児童》
雪の結晶ノート

　
「
お
か
あ
さ
ん
そ
っ
く
り
に
な
っ
た
今
の
わ
た
し
」

「
今
な
ら
よ
く
わ
か
る
お
母
さ
ん
と
し
て
の
気
持

ち
」。
永
田
萠
さ
ん
が
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い

「
母
の
愛
」
を
、
詩
と
イ
ラ
ス
ト
で
綴つ

づ
っ
た
本
で
す
。

　
「
ち
り
」
の
ま
わ
り
に
水
蒸
気
が
く
っ
つ
い
て
雪

の
結
晶
に
な
り
ま
す
。
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
ま
っ
た

く
お
な
じ
も
の
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
水
と
空
気
が

織
り
成
す
「
自
然
の
芸
術
」
の
神
秘
に
迫
る
写
真
絵

本
で
す
。

《一般》
お母さんのたからもの

竹下さん姉妹（中神町）

　わが家には、弓道に熱中する高校生と、吹奏楽部でがんばっ

ている中学生の姉妹がいます。わが家で心がけていることは、

気持ちの良いあいさつと、マナーです。

　社会に出て、礼節を知る人であってほしいと願っています。

市社会教育課
Vol. 8

ブログ　http://hitoyoshi-club.net/cl

第19 回

永
な が た

田　萠
もえ

 著

地蔵菩薩

地蔵堂外観（北から）

年金あれこれ

国民年金の独自給付
　自営業者など第1号被保険者の独自給付です。
●付加年金

●死亡一時金
　第1号被保険者として、保険料を36か月
以上納めた人が、老齢基礎年金と障害基礎
年金のいずれも受けないで死亡し、その遺
族が遺族基礎年金を受けられない場合に支
払われます。
　国民年金以外の公的年金制度には死亡一
時金はありません。

問合せ　＞＞＞八代年金事務所（☎０９６５–３５–６１２３・お客様相談室）＞＞＞市保険年金課国保年金係

保険料納付済み期間 死亡一時金額
  36月以上　180月未満 １２０，０００円
180月以上　240月未満 １４５，０００円
240月以上　300月未満 １７０，０００円
300月以上　360月未満 ２２０，０００円
360月以上　420月未満 ２７０，０００円

420月以上 ３２０，０００円

　定額保険料のほかに付加保険料（月額400円）を納めたときは、次の式で計算した額が老齢基礎年金に加算されます。

付加年金額＝200円×付加保険料納付月数

　（例）付加保険料納付月数24か月の場合
　　 　付加保険料納付額＝４００円×２４月＝９，６００円
　　　 付 加 年 金 額＝２００円×１２月＝２，４００円
　これだけを見ると損をしているようですが、付加年金額は老齢基礎年金に加えて毎年、その額が上乗せされるので、
年金をもらい始めてから2年で納めた額に追いつく計算になります。

　※付加保険料を3年以上納めている場合は、８，５００円が加算されます。
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接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
目
安

11月 12月 1月 2月 3月

※1歳児未満児の保護者以外に、優先接種対象者のうち身体上の理由により予防接種が受けられない方の保護者も含みます
歯
の
は
な
し

「
め
ざ
そ
う
！
８
０
２
０
」

第
50
回

市保健センター

人吉市
歯科医師会

　

糖
尿
病
に
な
る
と
、
歯
周
病
に
も
な
り
や
す
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、
た
ん
ぱ
く
質
に
糖
が
結

合
し
た
も
の
が
血
液
中
に
増
え
、
歯
肉
も
そ
の
影
響
を
受
け

炎
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
伝
的
に
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
ア
メ
リ
カ
の
ピ

マ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
で
は
、
逆
に
歯
周

病
の
状
態
が
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
る
一
つ
の
証
拠
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
を
き
ち
ん
治
療
し
た
こ
と
に
よ

り
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
状
態
を
示
す
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａエ
ー
ワ
ン
シ
ー

１
ｃ
の
値
が
改
善
し
ま
し
た
。

　

健
康
診
断
な
ど
で
血
糖
値
が
高
い
と
い
わ
れ
た
ら
、
食
生

活
や
運
動
不
足
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
歯
科
医
院
で
歯
周

病
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　喫煙の習慣があると、歯周病が

発症・進行するリスクは２〜９倍に

高まることがわかっています。

　たばこは高血糖と並んで歯周

病を悪化させる２大危険因子と

いってもよく、たばこをやめなけ

れば、歯周病の治療を受けても

効果が得られにくい場合があり

ます。

たばこと歯周病

歯
周
病
を
悪
化
さ
せ
る
糖
尿
病

優先対象者と医療機関での窓口提示書類一覧
対 象 者 医療機関での窓口提示書類

最
優
先
対
象
者

①妊婦 「母子健康手帳」

②１歳～小学３年生 「母子健康手帳」、「保険証」などの年齢が確認できるもの

③１歳未満の子の保護者 「母子健康手帳」と「保険証」または「住民票」
そ
の
ほ
か

④小学校高学年、中学生、高校生に相当する年齢の方 「保険証」、「学生証」、「住民票」などの年齢が確認できるもの

⑤65歳以上の方 「保険証」、「運転免許証」、「住民票」などの年齢が確認できるもの

新型インフルエンザワクチン接種
受託医療機関一覧

医 療 機 関 電話番号
愛甲産婦人科ひふ科医院 ㉒４０２０
愛甲やすらぎ医院 ㉒８４６９
有島耳鼻咽喉科医院 ㉔２２００
伊津野医院 ㉒３０６６
しらおく内科クリニック ㉕１５５０
田中医院 ㉔６１２７
田中クリニック ㉒７２２２
外山胃腸病院 ㉒３２２１
外山病院 ㉒６８７８
外山内科（二日町） ㉒２００３
ひとよし内科 ㉔１２１１
光永医院 ㉒２３６６
みのだ内科循環器科 ㉘３１１１
やまぐちマタニティ ㉔２７３８

※優先対象者の方は、まずかかりつけ医にご相談され、かかりつけ医で接種を受けてください。
　なお、かかりつけ医が接種医療機関でない場合は、上記の医療機関で接種することができます。

接種時期は多少変更す
る可能性があります。

妊婦、基礎疾患を有する方々（最優先）

小学4生～高校生

1歳未満児の保護者など

1歳児

2歳～小学３年生

上記以外の方（健康成人）

65歳以上の方

基礎疾患を有する方々（そのほか）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　

ワ
ク
チ
ン
優
先
対
象
者　

　
　
　
　
　
　
接
種
状
況

　

人
吉
市
で
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
が
、
昨

年
11
月
中
旬
か
ら
妊
婦
お
よ
び
基

礎
疾
患
が
あ
る
方
な
ど
優
先
対
象

者
の
方
か
ら
予
防
接
種
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
は
じ
め
か

ら
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）、
１
月

21
日
か
ら
健
康
成
人
の
受
け
付
け

が
開
始
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
１
月

中
に
接
種
開
始
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
補
助
に
つ
い
て
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま

ず
か
か
り
つ
け
の
病
院
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
人
吉
市
に
住
民
票
の
あ

る
方
で
、
優
先
対
象
者
の
方

接
種
費
用
（
全
国
一
律
）

１
回
目
＝
３
，
６
０
０
円

２
回
目
＝
２
，
５
５
０
円

※
１
回
目
と
異
な
る
医
療
機
関
で

接
種
す
る
場
合
＝
３
，
６
０
０
円

接
種
補
助
金
額　
１
回
あ
た
り

１
，
０
０
０
円
（
い
っ
た
ん
、
接

種
医
療
機
関
で
全
額
お
支
払
い
く

だ
さ
い
）

手
続
方
法　
接
種
後
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の　
領
収
書
、
接
種
証

明
書
、
印
鑑
、
口
座
番
号
（
口
座

が
郵
便
局
の
場
合
は
、
必
ず
手
続

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
接
種
者
が
未
成
年
の
場
合
は
、

保
護
者
口
座
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

本
人
名
義
の
口
座
以
外
の
場
合

は
、「
委
任
状
」
と
「
委
任
者
と

受
任
者
の
印
鑑
」
が
必
要
で
す
。

申
請
締
切　
接
種
し
た
翌
月
の
月

末
ま
で

※
２
回
接
種
の
方
は
、
２
回
目
の

翌
月
末
ま
で
に
、
ま
と
め
て
申
請

可
能
で
す
。

問
合
せ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

政
策
係

※
健
康
成
人
に
対
す
る
補
助
に
つ

い
て
は
検
討
中
で
す
。

新型インフルエンザワクチンの接種スケジュール
（1月20日改定）

子
ど
も
の
ス
キ
ン
ケ
ア

　

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
季
節
は
子
ど
も
の
肌
が
カ
サ

カ
サ
し
て
か
ゆ
が
る
こ
と
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

寒
い
中
外
に
ず
っ
と
い
た
り
、

暖
房
の
効
い
た
室
内
に
い
る
と
、

肌
が
乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
子
ど
も
の
皮
膚
は
、
大
人

に
比
べ
て
皮
膚
が
薄
い
た
め
外
部

の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
水
分
量

も
少
な
い
た
め
カ
サ
つ
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
陳
代
謝
が

活
発
で
汗
を
か
き
や
す
い
た
め
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
て
お
く
と

皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま

す
。
大
人
が
洗
顔
し
て
化
粧
水
を

使
う
よ
う
に
、
肌
の
弱
い
乳
幼
児

に
も
同
じ
よ
う
な
ケ
ア
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

◀
ス
キ
ン
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

基
本
は
、「
清
潔
」と「
保
湿
」で
す
。

①
余
計
な
汗
や
汚
れ
を
洗
い
流
し

て
、
肌
を
き
れ
い
に
す
る
。
首

や
腕
、
足
の
く
び
れ
た
部
分
や

し
わ
の
間
は
汚
れ
が
た
ま
り
や

す
い
の
で
、
丁
寧
に
洗
う
。

②
洗
浄
料
は
低
刺
激
の
物
を
選
ぶ

③
よ
く
泡
立
て
て
や
さ
し
く
洗

う
。
特
に
冬
は
皮
脂
が
少
な
い

時
期
な
の
で
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
わ
な

い
。

④
石
け
ん
分
が
残
っ
て
科
学
的
な

刺
激
に
な
ら
な
い
よ
う
し
っ
か

り
洗
い
流
す
。

⑤
乳
液
や
ロ
ー
シ
ョ
ン
を
全
身
に

つ
け
て
あ
げ
る
。

※
乳
幼
児
は
特
に
、
授
乳
や
離
乳

食
な
ど
で
口
周
り
が
汚
れ
や
す
い

も
の
で
す
。
濡
れ
ガ
ー
ゼ
で
あ
っ

て
も
一
日
に
何
回
も
口
の
周
り
を

拭
く
と
、刺
激
に
な
り
ま
す
の
で
、

乾
燥
し
な
い
よ
う
ク
リ
ー
ム
な
ど

で
保
湿
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
親
子
で

楽
し
く
集
え
る
場
と
し
て
、
ふ
れ
あ

い
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
手
遊
び

や
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
運
動
遊
び
や
制

作
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
保

育
士
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

お
友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
び
に
き
ま

せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

日
時　

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

子
育
て
中
の
方
と
お
子
さ

ん
（
就
学
前
、就
園
前
の
お
子
さ
ん
）

遊
び
方
を
学
び
た
い
方
、
お
友
だ
ち

づ
く
り
を
し
た
い
方

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
政

策
係

教室の様子
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医療のお話し

今月のドクター

出
初
式
で
カ
シ
ャ
ッ
！
各
分

団
の
消
防
自
動
車
が
ず
ら
り

と
並
ぶ
中
で
は
し
ゃ
ぐ
元
気

一
杯
な
子
ど
も
た
ち
。
将
来

の
消
防
団
は
ま
か
せ
て
!!

あ
ふ
れ
る
笑
顔

取
材
先
で
こ
ん
に
ち
は

坂本 蕗
ふ き こ

子さん
社会福祉協議会
『一期一会を心がけ、
元気に笑顔で頑張り
ます。』

【
タ
バ
コ
の
害
】

　

現
在
多
く
の
人
た
ち
が
、
が
ん
、

心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
病

気
で
苦
し
み
、
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
肺
が
ん
は
、
日
本
の
男
性

の
が
ん
に
よ
る
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ

で
あ
り
、
今
も
ど
ん
ど
ん
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
あ

る
日
突
然
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
き
ま

す
が
、
実
は
そ
れ
ま
で
長
い
間
続
け

て
き
た
生
活
習
慣
が
原
因
で
起
こ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
そ
し
て
体

に
と
っ
て
最
も
悪
い
生
活
習
慣
が
タ

バ
コ
で
す
。
ま
た
、
タ
バ
コ
は
喫
煙

者
の
み
な
ら
ず
、
受
動
喫
煙
に
よ

り
周
囲
の
人
々
の
健
康
も
損
な
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
決
し
て
他

人
事
で
は
な
く
、
自
分
も
い
つ
か
罹か

か

る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

【
ど
う
し
て
タ
バ
コ
が
や
め
ら
れ
な

い
か
】

　

そ
れ
は
喫
煙
が
依
存
症
と
い
う

病
気
だ
か
ら
で
す
。
タ
バ
コ
に
含
ま

れ
る
ニ
コ
チ
ン
が
、
麻
薬
や
覚
せ
い

剤
と
同
じ
よ
う
に
薬
物
依
存
を
起

こ
し
ま
す
。
こ
れ
に
心
理
的
依
存

も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
依
存
症
に

よ
っ
て
脳
は
健
常
な
判
断
力
を
失

い
、
将
来
の
健
康
よ
り
も
今
の
タ

バ
コ
を
選
択
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

【
ニ
コ
チ
ン
依
存
】

　

タ
バ
コ
を
吸
う
と
ニ
コ
チ
ン
は
肺

か
ら
血
液
中
に
入
り
、
脳
に
達
し

て
ド
ー
パ
ミ
ン
の
分
泌
を
促
し
ま

す
。
す
る
と
脳
は
快
感
を
感
じ
ま

す
。
と
こ
ろ
が
ニ
コ
チ
ン
の
作
用
は

長
く
は
続
か
ず
、
ド
ー
パ
ミ
ン
の
分

泌
が
減
る
た
め
脳
は
不
快
感
を
感

じ
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
の
離
脱

症
状
が
現
れ
ま
す
。
離
脱
症
状
は

タ
バ
コ
を
吸
う
と
た
だ
ち
に
落
ち

着
き
ま
す
。
よ
く
「
タ
バ
コ
で
気

分
が
落
ち
着
く
」
と
い
い
ま
す
が
、

医
学
的
に
は
「
タ
バ
コ
を
吸
わ
な

い
と
落
ち
着
け
な
い
体
に
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
の
が
真
実
で
す
。

【
心
理
的
依
存
】

　

タ
バ
コ
は
生
活
習
慣
と
な
り
ま

す
。
朝
ト
イ
レ
に
座
る
、
食
事
を

終
え
る
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
、
仕

事
が
一
段
落
す
る
、
時
間
を
も
て
あ

ま
す
な
ど
の
日
常
生
活
の
場
面
と

タ
バ
コ
が
深
く
結
び
つ
き
ま
す
。
こ

れ
が
数
年
、
数
十
年
と
繰
り
返
さ

れ
る
う
ち
に
タ
バ
コ
の
な
い
生
活
は

考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

【
タ
バ
コ
を
完
全
に
や
め
る
た
め
の

3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
】

１
．
禁
煙
を
決
意
す
る
こ
と

　

ま
ず
タ
バ
コ
の
害
や
依
存
に
つ
い
て

知
る
こ
と
で
す
。今
は
本
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
多
く
の
情
報
が
得
ら

れ
ま
す
。
将
来
自
分
は
ど
う
な
る
の

か
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い

か
、な
ぜ
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
の
か
、

人吉医師会 理事　下川 恭弘

タ
バ
コ
を
や
め
る
方
法

客
観
的
に
考
え
て
み
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
高
め
、
禁
煙
を
強
く
決
意
す

る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

２
．
ニ
コ
チ
ン
依
存
を
治
す
こ
と

　

タ
バ
コ
を
や
め
る
と
ニ
コ
チ
ン
は

3
日
で
体
か
ら
抜
け
、
ニ
コ
チ
ン
離

脱
症
状
は
3
週
間
で
消
え
ま
す
。

し
か
し
ニ
コ
チ
ン
が
体
か
ら
抜
け
る

と
き
に
タ
バ
コ
を
吸
い
た
い
気
持
ち

が
非
常
に
強
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
こ
の
時
期
を
意
志
で
乗
り

越
え
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
は
ニ
コ
チ
ン
製
剤
や
内
服

の
禁
煙
補
助
薬
が
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
タ
バ
コ
を
吸
い
た
い
気
持
ち

が
抑
え
ら
れ
、
わ
り
と
楽
に
禁
煙

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

３
．
心
理
的
依
存
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と

　

体
か
ら
ニ
コ
チ
ン
は
抜
け
て
も
タ

バ
コ
の
記
憶
は
消
え
ま
せ
ん
。
い
っ

た
ん
タ
バ
コ
が
や
め
ら
れ
て
も
、
日

常
生
活
の
ふ
と
し
た
場
面
で
タ
バ

コ
を
吸
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
気

持
ち
が
現
れ
ま
す
。
こ
こ
で
1
本

で
も
吸
っ
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
も

と
の
喫
煙
生
活
に
逆
戻
り
し
ま
す

（
魔
の
1
本
）。
タ
バ
コ
を
吸
い
た

く
な
っ
た
ら
手
を
出
す
前
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。「
自
分
は
こ
れ
か

ら
先
ず
っ
と
タ
バ
コ
を
吸
い
続
け
た

い
の
か
。」
そ
う
や
っ
て
禁
煙
の
決

意
を
再
確
認
し
て
い
く
こ
と
が
タ

バ
コ
を
完
全
に
や
め
る
方
法
で
す
。

18広報ひとよし　２月号



市長の部屋

ひと好し ちょっといい話
「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
様
か
ら

の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

い
つ
も
広
報
ひ
と
よ
し
、
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
第

９
０
５
号
の
「
夢
あ
か
り
」、

よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下 

抦

●

　

メ
ー
ル
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
期
待
に
添
え
る
よ

う
、
編
集
部
一
同
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

広
報
ひ
と
よ
し
を
ご
愛
読
く
だ

さ
い
。あ

ち
こ
ち
で
、
ひ
な
ま
つ
り

の
飾
り
つ
け
を
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
人

吉
・
球
磨
の
お
ひ
な
ま
つ
り
」、

今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
宮
崎
か
ら
越
し
て
き
て
2

年
目
。
今
年
は
実
家
の
両
親
も

呼
ん
で
一
緒
に
ま
わ
り
た
い
と

思
っ
て
ま
す
。

　
人
吉
市
在
住　
岩
元 

美
由
紀

●

　
「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ

り
」
で
は
、
九
日
町
が
お
ひ
な

通
り
に
な
り
店
先
に
お
ひ
な
様

が
並
び
ま
す
。
3
月
に
は
舞
妓

は
ん
に
変
身
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

様
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

前
略広

報
ひ
と
よ
し
様

　

昭
和
5
年
9
月
。
世
界
大
恐
慌
の

最
中
を
、
種た
ね
だ田
山さ
ん
と
う
か

頭
火
は
、
過
去
に

決
別
す
る
か
の
よ
う
に
、
行ぎ
ょ
う
こ
つ乞の
旅

へ
と
出
発
し
ま
す
。
ま
ず
は
、人
吉
へ
。

「
焼
き
捨
て
て　

日
記
の
灰
の　
こ
れ

だ
け
か
」

　

昨
今
も
、
息
苦
し
い
世
の
中
と
な

り
ま
し
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
、
酸

素
欠
乏
状
態
で
す
。
こ
ん
な
と
き
は
、

海
を
見
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。
そ
し

て
、
龍
馬
や
乙
女
姉
さ
ん
に
な
っ
た

気
分
で
、
心
の
窓
を
大
き
く
広
げ
、

酸
素
吸
入
し
て
み
て
は
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
ま
た
、
希
望
と
い
う
力
が

湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

さ
て
、
３
７
０
年
前
、
弘
前
に
流

罪
と
な
っ
た
相
良
清せ
い
べ
え

兵
衛
が
、
弘
前

三
代
藩
主
津
軽
信の
ぶ
よ
し義

公
か
ら
薬
草
の

お
礼
に
と
拝
領
し
た
梅
「
八
橋
」
の

分
け
木
が
、
弘
前
の
篤と
く
し
か

志
家
の
ご
好

意
に
よ
り
、
昨
年
末
に
人
吉
に
届
き

ま
し
た
。
清
兵
衛
さ
ん
も
、
ご
自
分

が
丹
精
込
め
て
育
て
た
梅
が
、
大
き

く
時
代
を
超
え
て
、
屋
敷
跡
に
戻
っ

て
き
た
と
は
、
感
慨
深
い
も
の
が
お

あ
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

早
速
、
清
兵
衛
屋
敷
の
東
側
に
定

植
い
た
し
ま
し
た
が
、
も
う
、
つ
ぼ
み

が
ふ
っ
く
ら
と
し
て
き
ま
し
た
。
2

月
中
旬
ご
ろ
が
見
ご
ろ
と
な
る
と
思

い
ま
す
。
梅
「
八
橋
」
を
観
賞
し
な

が
ら
、
相
良
清
兵
衛
の
波
乱
万
丈
の

人
生
に
思
い
を
は
せ
る
の
も
一
興
か
と

存
じ
ま
す
。

「
窓
あ
け
て　

窓
い
っ
ぱ
い
の
春
」

本人確認のため身分証明書を

お持ちください

市民課・税務課・納税課の窓口で、

証明書などを交付請求される際は

『本人確認』を行っておりますので、

運転免許証などの身分証明書をお持ち

ください。

問合せ　　市　民　課

　　　　　税　務　課

　　　　　納　税　課

市役所開庁延長日

■開庁時間　午後７時まで

■対象窓口　庁舎１階下記の課

※�一部取り扱えない業務がありま

す。不明な点は事前に担当課まで

お問い合わせください。

毎週月曜日と木曜日
（休日の場合は実施しません）

◆ 市　 民 　課　◆福祉課

◆高齢者支援課　◆税務課

◆ 保 険 年 金 課　◆納税課

◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
　

※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

※P11のポストカードをご利用下さい。

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

【お詫びと訂正】広報ひとよし1月15日号掲載の「年男年女」（P8）の藤𥔎曻さんの
生年月日が誤っていました。正しくは「T15.1.20」です。訂正し、お詫び申し上げます。19 HITOYOSHI　2010.02.01



　この冬はじめて見る平地
での積雪に、少し興奮気味
で市内のあちこちでシャッタ
ーをきりました。人吉ではあ
まり撮れない雪景色を、今
回の表紙に決めました。

石水寺の雪景色
（１/13・石水寺）

広
報
ひ
と
よ
し
　
平
成
22
年
２
月
号
　
第
９
０
７
号

編
集
後
記

　

広
報
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
写
真
を
多
く
載
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、「
○
ペ
ー

ジ
の
写
真
が
欲
し
い
ん
で
す

け
ど
…
」
と
い
う
声
を
頂
く

こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
作
り

手
と
し
て
は
反
応
が
あ
る
と

嬉
し
い
限
り
で
す
！

　

広
報
の
写
真
は
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
撮
っ
て
い
ま
す
の

で
、写
真
が
欲
し
い
場
合
は
、

空
の
Ｃ
Ｄ

−

Ｒ
や
、
フ
ラ
ッ

シ
ュ
メ
モ
リ
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
、
コ
ン
パ

ク
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）
な
ど
を

お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
差

し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
広
報
広
聴
係
ま
で
お

気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
♪

（
け
い
こ
）

編
集
室
か
ら

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
正
月
前
に
な

る
と
田
舎
の
軒
先
に
は
干
し
柿
が

き
れ
い
に
吊
る
し
て
あ
り
ま
し

た
。母
が
年
始
に
実
家
へ
行
く
と
、

必
ず
土
産
に
貰
っ
て
き
ま
し
た
。

待
っ
て
い
て
食
べ
た
時
の
お
い
し

さ
は
格
別
だ
っ
た
な
あ
と
思
い
出

し
ま
す
。

　

干
し
柿
に
は
栄
養
価
も
あ
り
、

保
存
食
と
し
て
の
価
値
も
高
い
の

で
、
見
直
し
て
ほ
し
い
思
い
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
干
し
柿
の
ゆ
べ
し

ま
ん
じ
ゅ
う
は
漬
け
物
を
利
用
し

て
試
行
錯
誤
で
で
き
ま
し
た
。
年

齢
の
高
い
方
に
は
好
評
で
し
た

が
、若
い
方
は
「
す
こ
し
ど
う
も
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
干
し
柿
や
ゆ
べ

し
な
ど
と
、
食
べ
慣
れ
て
い
な
い

せ
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
う
一
品
は
ど
な
た
に
も
好
評

の
野
菜
の
ミ
ッ
ク
ス
漬
を
包
ん
だ

ぎ
ょ
う
ざ
風
で
す
。

干し柿のゆべしまんじゅう

管理栄養士

大久保 典
ふ み こ

子さん

作った人

〔
ひ
と
よ
し
の
ご
ち
そ
う
〕

❶干し柿のへたを取り、種を出して計り、荒く刻む。❷ゆべしも荒くきざむ。❸ボー

ルにきりしぐれを入れて、①②を加え、しっかりと練りあわせて、約20個に分け、

平たくしておく。❹カボチャは皮をむいて計り、一口大ぐらいに切って、やわらかく

なるまで蒸す。❺ボールにだんご粉と④を入れてもみほぐし、水を加えて耳たぶぐら

いのやわらかさにし、20個に分ける。❻⑤に③を入れて、丸め、皮をしっかり合わ

せて、好きな葉の上に乗せ、蒸気の上がった蒸し器で15〜 18分ぐらい蒸す。

［あん］干し柿（260g）／ゆべし（200g）／きりしぐれ（60g）
［ 皮 ］だんご粉（240g）／カボチャ（120g）／水（100cc）※水はカボチャの水分
量で決まります

ツバキの葉またはニッケイの葉

【材　料】
（20個分）

【作り方】

レシピ

野菜のミックス漬のぎょうざ風


	7d8416130e18120213
	7d8416130e18120215
	7d8416130e18120216
	7d8416130e18120217
	7d8416130e18120218
	7d8416130e18120219
	7d8416130e18120220
	7d8416130e18120221
	7d8416130e18120222
	7d8416130e18120223

